
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県産材供給力強化に向けた取り組み  （やまなし次世代林業推進事業） 

国有林 

※やまなし次世代林業推進事業 Ｈ30～Ｈ32 （3年間） 

H30年度（計画） 82,861千円 

・ 一貫作業システム実証事業： 県内約４箇所 実施面積約13ha 伐採から植栽まで一括発注  

・ ＩＣＴ等新技術導入： ドローン ３Ｄ地上計測器 現地研修会等 
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 県有林において、先導的に低コスト作業システムを実践

し、その効果を民有林を含めた県内全体に波及し、県産

材の供給力を高め、林業の成長産業化につなげる 大型合板工場等 
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①～④ 一貫作業システム 
・伐採から植付まで一貫した作業の効率化 
・高性能機械や通年植栽可能なコンテナ苗の導入 など 
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林業におけるＩＣＴ等の新技術 

見込まれる低コスト化 

調 査 レーザー計測などICT技術活用により作業軽減 

伐木・集材 高性能機械の同時作業と共有による効率化 

運送費等 工場等直送による、市場委託手数料の削減 

整 理 ﾊﾞｲｵﾏｽ利用により、林内整理 棚積みが不要 

植 付 苗の植栽専用器具による作業能率向上 

一貫作業システム等 約３割削減 

クワ 棚積み 

路網整備、高性能機械・コンテナ苗の普及、チップ材・大型工場需要など環境の変化 

ﾊﾞｲｵﾏｽ工場 

県有林が取り組む低コスト作業システム 

集材 
県内でも導入環境が整う 

需要拡大 

移動式チッパー 

導入後の
定着による
低コスト化 

実証による現地研修会などで普及 

未利用材をバイオマス利用へ 

一貫作業システム 技能を活用できる人材育成   

末木枝条のﾊﾞｲｵﾏｽ利用 
により林内整理が不要 

伐採 集材 搬出 整理 植付 
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フォワーダ 
（用材） 

フォワーダ 
（苗運搬） コンテナ苗植栽 

専用器具 

・ 路網整備による高性能機械の導入 
・ ICT等の新技術の導入 
・ 一貫作業に適したコンテナ苗の導入 
    
    ※コンテナ苗とは 
     養土付苗のため、通年植栽が可能 
     工場生産により、苗木生産期間が短い 
     品質の安定化により、活着率が高い   
 

トラック 架線 

ハーベスタ 

高性能機械等による同時作業と機械の共有化 

木材市場を経由せず工場等へ直送 

県有林で実践し、県内へ波及   

県産材の供給力強化 

県産材住宅 
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